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溺
灘
醒
闘
聞

田
蔑
愚
見
藤
く
聴
取

時
に
「
当
面
的
牢
の
闇
」
と
し
て
導
入
し
花
自
治
区

に
検
証
を
待
っ
た
が
、
合
併
か
ら
8
年
畠
を
遭
え
、

し
た
こ
と
か
ら
、
1
6
年
度
以
際
の
制
度
の
種
り
方
を

ゲ
ー
ト
を
行
い
幅
広
い
憲
鬼
窪
聞
く
。

賢
灘
は
ず
る
。
1
2
年
的
月

は
職
員
的
太
で
つ
く
る

憲
治
匪
髪
ロ
ジ
駐
多
ト

ヂ
ー
蜜
雲
箋
整
罵
検
認

方
襲
悠
遠
話
較
で
き

だ。
4
月
か
霊
閉
園
圃
様
に

各
地
域
撥
襲
露
盤
種
団

体
か
ら
慈
覚
透
闇
雲
ほ

か
、
新
た
に
住
民
努
ン
努

ー高邁実施。∇

最
制
度
▽
地
域
振

さ
鐙
総
）
は
1
0
年
窓
逐
臓
器
澄
男
で
い

に
も
何
か
で
き
る
の
で
ば
と
思

い
、
友
人
だ
ち
の
勧
め
で
集
め
始

め
ま
じ
藍
と
醗
閉
じ
ま
す
。

樹
諸
藩
は
媒
遊
江
瀧
清
和
養
護

学
校
に
遇
っ
て
お
り
、
現
桂
は

待
暖
や
学
校
の
協
力
も
徳
富
討
－

1
2
年
度
総
会
と
懇
親

エ
会
関
東
雲
型
の

が
2
4
日
、
憂
患
都
内

り、

出
席
著
7
0
人
が
旧

窪
嶽
浮
。

総
会
頓
、

ほ
窒
剛
か
ら
空
き

缶
の
プ
ル
タ
ブ

ず
。
も
と
も
と
は

▽
自
選
塗
薬
－
裸
を
5

項
国
は
つ
い
で
憲
蒐
透

か
け
、
市
職
員
が
住
民
稔

表
で
つ
く
る
自
治
区
蚤
と

の
地
域
協
議
姿
は
曲
蘭
ぐ

な
ど
し
愚
見
を
聴
取
。

「
基
金
の
活
用
や
地
域
協

議
会
の
潜
動
が
、
地
域
溝

陸
他
の
役
割
逐
果
た
し
て

零
窒
な
ど
と
、
制
度
を

蘭
向
き
に
総
括
し
た
。

欝
検
選
繚
壁
に
合
併

か
ら
同
筆
が
経
過
す
る
た

め
、
制
度
祷
続
や
一
部
見

麗
し
、
ま
だ
は
廃
止
ず
る

か
な
ど
を
検
認
す
る
基
礎

取
も
、
9
月
経
る
ほ

を
ま
と
め
る
。

璃
難
産
企
画
財
政
灘
嚢

は
挙
国
は
凍
り
臨
膵
い

愚
見
を
聞
き
、
制
度
の
お

り
芳
養
蓄
え
る
資
料
と
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

を
鱈
を
た

ル
夢
ブ
の

地
元
葡
憲
か
ら

（
樹
恭
勝
利
会
最
、

カ
の
も
と
、
現
狂
ま
で
に
燕

缶
4
・
5
箇
分
（
細
4
5
0

を
使
っ
て
浴
を
そ
う
で

す。
野
田
き
ん
は
蘭
学
横
猿

頒
岡
は
透
通
と
し

部
長
は
支
部
会
責
が
減

を
い
た
だ
き

轟
く
続
毛
筆
受

と
へ
の

り
、
蘭

賜
強
施
層
に
と
お
い
さ

遼
薙
登
の
慈
簿
議
、
少

し
で
も
多
く
の
プ
ル
タ
ブ

集
め
恩
返
し
が
し
沌

い
。
回
収
儀
登
撞
い
て
く

だ
ざ
る
方
を
探
し
て
い
ま

す
十
と
話
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
歯
は
野
田
き

ん
、
電
話
0
8
5
5
（
3

い
る
観
光
撥
会
に
僅
逆
を

親
衛
も
て
い
る
。

施
設
は
現
桂
、
町
開
発

公
租
が
指
定
管
理
。
町
は

同
公
園
の
入
り
込
接
客
が

減
少
す
る
申
、
同
公
園
遅

く
を
擾
れ
た
町
靂
食
材
を

使
っ
た
「
A
級
グ
ル
メ
」

レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て

方
針
透
決
め
施
。

構
想
を
は
、
総
務
省
の

地
域
聾
C
じ
撥
力
隊
制
慶

の
活
用
透
見
据
え
、
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
討
1
1

人
を
2
0
1
3
隼
題
は
採

用
ず
遠
計
画
。
規
程
は
年

間
5
組
種
慶
の
同
公
園
で

の
繕
婚
武
関
鮭
葱
健
進

4
笹
は
ば
寵
閻
約
1
5
万
5

重
来
の
太
り
遽
教
客
数
が

爽
グ
欒
撥
薄
い

薄
綿
2
）
（
胴
醗

し
、
入
り
込
教
器
類
撥
に

つ
窓
ぼ
る
の
が
狙
い
だ
。

香
木
の
森
公
園
は
1
9

9
1
隼
に
開
設
。
2
0
0

諮
っ
苑
が
、
1
2
隼
は
約
9

万
6
5
0
0
本
は
澱
緒

1
2
隼
に
締
約
汚
6
守
大

総
っ
建
脚
肉
の
説
光
入
り

込
教
馨
を
、
鴨
隼
に
1
0

0
万
人
に
鞄
や
討
町
の
目

標
達
成
は
向
は
、
溝
憶
化

策
が
課
題
と
窓
々
索
い

る。

議
会
に
、
指
霜
欝
理
蓄

重
…
董
…
－
－
－
－
重
－
寒
…
重
責
－
－
書
…
一
－
重
…
重
責
－
－
茎
－
書
…
－
－
雲

冠
の
議
案
と
、
ふ
る
さ
と

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
構
想
の
専

業
賓
を
盛
り
込
ん
だ
1
3
年

靂
一
般
会
計
当
初
予
算
案

を
提
出
す
る
。

会
臨
時
会
や
、
ま
ち
づ

り
に
関
連
す
る
3
諜
遼

轟
蟻
擾
饗

統
合
し
な
「
つ
わ
の
暮
ら

の
新
設
を
檻

は
す
る
機
構
改
革
（
4
月

l
日
付
）
め
関
連
条
例
改

寅
会
に
務
逐

榛
東
援
藤
山

亜
案
を
提
出
し
、
全
会
一

策
謀
に
あ
逢
融

指
定
管
理
期
間
は
輪
隼

4
月
か
ら
5
隼
闇
。
町
は

3
月
4
日
開
会
の
靂
例
町

曇
ら
し
推
進
輩
の

新
設
条
例
案
を
可
決

津
和
野
町
議
会

津
和
野
闇
は
鶴
田
の
町

と
と
亀
に
、
選
抜
大
会
に

配
顕
揚
高
交
野
求
鄭
D
中

つ
ね
の
馨
ら
し
推
進
課

は
、
現
在
本
庁
舎
（
同
町

田
原
）
に
あ
る
「
ま
ち
づ

怠
り
殴
策
謀
」
「
営
業
課
」

材
育
成
推
進
核

は
総
務
財
践
軸

津
和
野
庁
益

田
）
で
は
健
輩

福
祉
萬
務
醗

三
善
呈
－
－
－
一
三
三
－
茎
≡
－
－
重
吉
≡
－
≡
－
三
－
≡
≡

会
関
東
支
部
の
総
会
出
席

西
村
和
也
支
部
長
（
左

の
あ
い
さ
つ
を
聞
く
江

覆
慶
福
雑
聾
を
設
題

蓄
た
ち

紫を。
睡
閻
日岡

岡
欝
の
苗
藤
政
人
校
長

野
若
さ
登
薯
の
詩

卒
業
生
ら
7
0
人

ふ
る
さ
と
談
議

i
菜
寮
で
江
去
要
請
総
会

首
都
圏
葎
住
の
江
漢
工

業
萬
校
（
江
津
常
温
港
町
）

の
出
鼻
著
で
つ
く
る
「
江

く
く
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と

正
人
江
工
会
本
部
会
長

状
況
を
報
告
し
た
。

母
校
の
地
域
活
動
や
就

駆
財
つ
け
た
。

1
年
ぶ
り
に
築
ま
っ

参
加
者
は
懇
親
会
で
、

る
さ
と
の
話
題
に
花
を

か
せ
、
校
歌
斉
曙
で
締
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と
き
を
過
さ
し
た
。


